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     調 査 研 究 課 題 カンピロバクター食中毒における検査体制の拡充に向けた取組 
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主 任 研 究 者 福留智子 
研究区分  

（小分類）  

■県単研究 
□公募研究  
□共同研究  
□受託研究  
□基礎研究  

その他の研究者 
 引地惠一、津路優栞、副田菜々美、 

 矢野浩司 

調 査 研 究 期 間 令和７年度 ～ 令和９年度 （３か年間）  

調 査 研 究 費 

予 算 項 目 令和７年度 令和８年度 

年度 

令和９年度 

国 費 

県 費 

そ の 他 

千円       

300千円  

千円  

     千円  

200千円  

千円  

     千円  

150千円  

   千円  

合 計 千円    千円  千円  

調 査 研 究 の 目 的 

県内において、カンピロバクター（Campylobacter jejuni / coli）を
原因とした食中毒事例がたびたび発生している。食中毒検査の際、培
養法のほか、食中毒菌遺伝子スクリーニング(RFBS24)を実施してい
る。遺伝子スクリーニングについては、インターカレーター法を用い
て検査を実施しているが、広く食中毒菌を網羅している一方で特異
性、感度が低いのが欠点である。特にカンピロバクターが原因の場
合、培養法では同定までに３日程度要するため、糞便から直接感度よ
く検出する方法を確立する。また、C. jejuni の血清型について PCR

型別 1)法を導入し、過去の食中毒事例や市販鶏肉における血清型の保
有状況の調査も併せて行い、検査体制の拡充、食中毒菌同定までの時
間的削減 2)と感染拡大防止に寄与することを目的とする。 

 
調 

 
査 

 
研 

 
究 

 
内 

 
容  

研究の実施計画 

① 既報を含めた文献、情報の収集 

② Genus Salmonella、C. jejuni / coli のTriplex Real-timrPCRの設
計 

③ 過去の事例、市販鶏肉のC. jejuni の血清型PCR型別法の実施 

④ 設計したReal-timePCRの検証 

⑤ 食材、拭き取り検査の応用に向けた検討 

  

技 術 手 法 Real-time PCR、Conventional PCR 

年 次 計 画 

令和７年度：Real-time PCRの設計 

令和８年度：設計した方法と既報との比較、検証 
      C. jejuni 血清型PCR型別 
令和９年度：血清型PCR型別調査の継続 

食材、拭き取り検査の応用に向けた検討 

調 査 研 究 の 効 果 等 

 
行政効果・県民ニーズへの  
波及効果等  

食中毒事例において、現行の RFBS24 遺伝子検査以外の新しい遺
伝子検査体制を提供することが可能となる。また、培養検査の結果が
判明する前に食中毒の原因菌や感染者を早期に把握することができ食
中毒事例の行政判断の迅速化や感染拡大防止に寄与できる。 
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